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研究報告書 

 

本研究グループでは「もう一つの臓器」と呼ばれる腸内常在菌叢における細菌の組成

を精密かつ自由自在に制御するために、特定の腸内細菌（善玉菌）を選択的に増殖促進

する「次世代型プレバイオティクス」を新奇オリゴ糖からスクリーニングしてきた。 

この中で、ビフィズス菌Bifidobacterium infantisを特異的に増殖促進する次世代型プ

レバイオティクス・ガラクトシル-β1,4-ラムノース（GalRha）をスクリーニングし、

GalRha投与によるB. infantisに対する特異的増殖促進効果により、偽膜性腸炎の主要な

原因菌であるClostridioides difficileの感染によって引き起こされるマウスの体重減少

を緩和することに成功した（論文）。さらに、乳酸菌Lactobacillus paragasseriを選択的

に増殖させることが可能なマンノシル-β1,4-グルコース（ManGlc）のスクリーニングに

成功した。このManGlcを含む培地で、L. paragasseriとC. difficileを純粋共培養すると、

C. difficile を単菌で培養した場合と比較してC. difficileの生菌数が約0.008%に抑制さ

れた。さらに、ManGlcを含む培地で、ヒト糞便由来細菌・C. difficile・L. paragasseri

を共培養すると、 ManGlcを含まない培地で糞便培養した場合と比較して、C. difficile

のDNA量が約45％（p = 0.006, n = 8）、C. difficile毒素量が約29％（p = 0.009, n = 10）

にそれぞれ抑制された。さらに、マウスへのManGlc投与試験の条件検討を行った。 

 

  


